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      ７月１４日うら盆供養 
  本殿大講堂/千鳥ヶ淵戦没者墓苑    

宮本法嗣先生ご指導    

『本部うら盆供養』 
私たちは毎日がお盆であります。そして今日は、大導師さまがお

っしゃったように、供養に対して振り返り、懺悔をして、ご先祖さ
ま、流産児、因縁に対してしっかりご供養させていただきますと誓
う日であります。 
今日は「成佛」についてお話をさせて頂きたいと思います。成佛

とは「佛に成る」と書きます。では、佛というのはどういうもので
しょうか。佛というと、お釈迦さまや諸佛諸天善神の姿を思うかも
しれません。これも間違いではありませんが、会主さまが仰った
「成佛」の「佛」とは、そういう別格の佛さまではなく、違った形・
意味の佛さまであるのです。 
私たちの心や行いは善と悪の綱引きをしています。お釈迦さま

は「私たちは佛になる心を持っています。全ての生き物は佛になれ
るのです」と説いてくださいました。しかしそれは、別格の佛さま
になるということではありません。自分自身の心や行いによって、
悪を少なくして善を伸ばすために、人間として生まれてきたので
す。善い人間になる、善い行いをすることこそが、妙智會の「成佛」
だと思います。 
今日は「幼稚」という言葉を使わせて頂きますが、私たちは幼稚

であり、本当の成佛に向かって、人間として成長していません。こ
のことを思って会主さまが最後に「心」を残されたと思います。こ
こを気付かなければならないと私は頂戴しました。 
皆さんのご先祖さまの中で、病気をしたり、お金や人間関係に苦

しみ、亡くなっていった方もいるかと思います。その方に対して、 
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毎日朝夕ご供養して成佛を願いますね。それは、先ほどの別格の
佛になるようにということではなく、霊界で懺悔をして、感謝をし
て、人間としての在り方に気づいてもらうことが、私は妙智會の成
佛の供養だと思います。それによって、次の世でまた人間に生まれ
てくることができるのだと思います。人間として生まれ、その時々
で善の方に人間として成長し、幼稚な根性を捨てることが「成佛」
になる修行です。 
そのためには、人と関わらなければいけません。人との関わりが

なければ、自分の嫌なところから逃げて、自分を見つめることはあ
りません。会社、家庭という人間関係の中で、自分自身を気づかな
ければならないのです。 
つらい目に遭うことも、相手の涙を見ることもあるかもしれま

せん。でもそれは気づかせてもらえるきっかけであり、通らなけれ
ばいけない試練です。だから自分自身を改められるのです。 
そして、私達は「慈悲」を持つことによって、幼稚なものがなく

なっていきます。人との触れ合いの中で、相手に慈悲をかけ、幸せ
になってもらうために、自分自身を変えるのです。その私達の行い
で、ご先祖さまにも気づいてもらうことができます。それこそが妙
智會の「回向」です。それが、会主さまが一番大切な修行だとおっ
しゃった慈悲行です。そして慈悲行の最も大切な部分が導きです。
たくさんの幸せな人を増やすことが導きです。相手がいなくては
できません。たくさんの人を、ご先祖さまを、流産児を幸せにする
ために、私たちは居るのです。そして成長するのです。己のための
導きやお経はありえません。それは会主さまの教えではありませ
ん。会主さまの開教の精神は、世のため人のためになる、人間にな 
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るということですね。自分のためにということは一つもありませ
ん。このうら盆の時に、このことに気づかなければなりません。 
そして、最後の会主さまの節分でのご指導で「鬼の根性をとりな

さい。人に与えなさい」とおっしゃったこと、これこそが慈悲です。
鬼の根性、幼稚な根性をとって、慈悲を持ちなさいということで
す。これが私たちのまっすぐ進むべき光明です。 
どうぞ、皆さま会主さまのご指導いただいて、成長してくださ

い。それこそが成佛です。そして、私たちが良い人間になっていく
中で、それをご先祖さま、流産児に見せることが回向になると信じ
てください。ともに頑張りましょう。人間としての成長で、本当の
意味の成佛をぜひお願いして、私の話を終えたいと思います。 

 
『戦没者うら盆供養』 

私たちは世のため人のために尽くすことが大切です。会主さま
は回向について「戦没者は国の先祖。今の平和に感謝し、供養しな
ければいけない」と、私たちにご指導くださいました。 
戦没者に対しどのように回向すれば良いのかというと、争いを

しないことです。国同士の紛争だけではなく、私たち個人同士の争
いもしてはなりません。私たちは幼稚で悪い根性を持っています。
それを改め、人のため、社会のために尽くし、争いの根性を改める
ことが、亡くなった戦没者に対する一番の回向であり、供養です。 
そのことを再認識し、学び、行っていくことがうら盆供養の意義

です。人のため、世のために尽くしてください。それは年齢や性別
に関係なく、全ての方が平等に行うことができます。そのことを受
けとめ、今からそのような人になって頂くことをお願いします。 
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